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　Computex 2016 レポート

注目はベンチャー、IOT関連製品、VR技術
―レポートその1―

台北市コンピューター協会東京事務所 駐日代表 吉村 章

■ 1,602 社、5,009 小間、バイヤー登録は 177
の国と地域から4万 969 人
Computex2016 の会期は 2016 年5月 31 日（火)
から6月4日（土)まで会期5日間で開催された。
主催は Taipei Computer Association/TCA(台北
市電脳商業同業公会)と TAIWAN TRADE
CENTER/TAITRA（中華民国対外貿易発展協
会）、会場は世界貿易センター展示場（信義地区）
と南港ホール（南港地区）の2つの地域を使って
の開催。南港ホールは1 F（グランドフロア）と
4F（アッパーフロア）の全ホールを使用。また、
信義地区ではメイン会場となる世界貿易センター
第1ホールの他に、第3ホール、国際会議場の3
つの会場で展示が行われた。信義地区と南港地区
は無料のシャトルバスを使って 20 分ほどで行き
来できる。
Computex は毎年6月の第一火曜日からの開
幕。しかし、今年は5月 31 日（火曜日）が会期初
日となった。Computex2017 も同様に5月 30 日
(火曜日)から5日間の会期となる。出展企業数は
1,602 社、5,009 小間（2016 年実績）、ACER(宏
碁)、ASUS(華碩）、GIGA-BYTE（技嘉）、MSI
(微星）など台湾を代表する大手ベンダーはもち
ろん、中堅・中小企業からベンチャー企業まで会
場を埋め尽くした。
海外からのバイヤー登録者は 177 の国と地域か
ら4万 969 人、これは前年比 4.7％の伸びとなっ
た。Computex の特徴は外国人バイヤーの多さ。
これほどたくさんの外国人バイヤーが訪れる展示
会は他にない。その理由は3つ。Computex は台
湾企業が台湾製品を輸出するため国を挙げての取
り組みであること、同時に世界中から Computex

に集まるバイヤーも製品探し（買い付け）が目的
で台湾に集まること。そして、IC 産業の川上か
ら川下までサプライチェーンが整っている台湾こ
そ製品探しの場として、商談・調達の場として最
適であること。以上のような理由である。
なぜ Computex が6月に開催されるかという

と、その年のクリスマス商戦をにらんだ商材探し
や製品の調達をするためには、「製品の作り込み
（開発から発表まで）、商談から契約、量産体制作
りを考慮した場合、6月の上旬が最適」と主催関
係者のコメント。6～7月にかけて商談が進み、
夏から秋にかけて量産体制を整え、クリスマス商
戦に向けて出荷を準備する。こうした製品開発と
量産のサイクルが自然にできあがってきたという
背景からだ。

■日本からの来場者はおよそ4千人
バイヤーを地域別で見ると、上位5か国はアメ

リカ、日本、中国、香港、韓国の順（地域別の詳
細なデータは未発表）、それにシンガポール、タイ、
マレーシア、ドイツ、ロシアが続く。国籍別ラン
キングでトップのアメリカの中には、アメリカ国
籍を持つ台湾人や中国人も含まれる。主催者によ
ると今年は中国からの来場者が昨年に比べて大幅
に少なくなった。台湾の政権交代により、中国側
の措置で渡航自粛や一部ビザの発給制限などが
あったものと思われる。会場を回ってみると中国
からの出展企業も例年より少なかった。
日本人来場者はおよそ4千人、これは毎年ほぼ

同じ人数で推移している。「会期中のホテルが取
り難くかった」という話を何度か耳にした。確か
に Computex の時期は4万人以上の外国人が台
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北に押し寄せるのでホテルの部屋数が不足する。
料金面で通常の 1.5 倍から2倍以上というホテル
もあったようだ。日本人も例外ではない。
来年、Computex の視察を予定している人は早
めにホテルの予約を済ませることをお勧めする。
会場周辺のホテルを希望するなら半年前には予約
を入れておきたい。料金のほうも多少割高になっ
てもやむを得ない。早めに視察の予定を立て、飛
行機やホテルの手配も早め早めに準備を進めるこ
とをお勧めする。

■ IOT色をよりいっそう強めた
Computex2016
今年の Computex は IOT 色がよりいっそう強

くなった。Computex には従来から Smart
Technology Applications & Products（以 下、
SmarTEX)と称して、先進的なテクノロジーを
使った製品や新しいビジネスモデルの提案などが
出展されるエリアが設けられているが、今年は展
示ホールを第3ホールから第1ホール（信義地区）
に移し、およそ 200 小間の出展エリアが設けられ
た。
会 場 は Smart Home Entertainment、

Automotive electronics、Smart Solution など合計
7つのテーマに分類されて出展エリアが設けら
れ、IOT 関連の製品も数多く出展された。
SmarTEX エリアの詳細は下記の通り。（出展エ
リアのひとつには日本から出展する企業を集めた
Japan Products area がある）

◇ Smart Technology Applications & Products
2016/SmarTEX Hall 1
Automotive electronics area
Security Solution area
Smart Home Entertainment area
IOT/Smart Solution area
Wearable Technology area
3D Printing area
Japan Products area

■工業技術研究院/ Industrial Technology
Research Institute（ITRI）
工業技術研究院（通称 ITRI）は SmarTEX エ

リアの中央に「智慧城市・主題館」（スマートシ
ティ・テーマパビリオン）を出展。独自開発の
HMD（HeadMounted Display）、人体をそのまま
スキャンすることができる 3D 立体スキャナ、滅
菌機能付きの「携帯用ポット」と「お箸ケース」
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写真1 世界貿易センター第1ホール。Computex2016 は5月 31
日(火曜日)から6月4日(土曜日)まで、会期5日間で開
催された

写真2 世界の 177 の国と地域から4万 969 人のバイヤーが集
まった。外国人バイヤーがこれほどたくさん集まる展示
会は日本にはない。写真は南港ホール



(Pocket Chopstick Sanitizer)、「バーチャル鍵盤」
など、合計 14 の製品が出展されていた。(写真3
～7)ブースでは研究院の研究成果をこのように
具体的なプロダクトの形で展示。ブースでは技術
移転先や製品化をする上での協業パートナーを探
す出展を行っていた。
工業技術研究院（ITRI）は政府系の研究開発機
関でおよそ6千人の研究者とスタッフを有する。
日本の産総研（国立研究開発法人産業技術総合研
究所/AIST）にあたる機関。1973 年の設立以来、
2万件の特許取得件数、260 社にも及ぶベン
チャー企業を育成してきた。設立当初は留学で海
外に渡った優秀な台湾人を呼び返す受け皿とな
り、アメリカの大学や研究機関から多くの台湾人
や留学帰国者を受け入れた。半導体産業や液晶産
業などの立ち上げに深く関わるなど、台湾の IT
産業をけん引してきた研究機関と言ってもよい。
歴史と実績を持つ台湾を代表する研究機関であ
る。
ユニークなポイントは研究成果を積極的に民間
に落とし込む取り組みを行っていること。研究者
をスピンオフさせる形でこれまで積極的に技術移
転に取り組んできた。研究の成果をいち早く産業
分野で活用するために、研究者が独立し、起業す
ることを積極的に奨励している。半導体や液晶分
野の関連企業、ITベンダーの経営者の中には、工
業技術研究院（ITRI）出身者が数多く、インキュ
ベーター的な役割も果たしてきた。
Computex2016 のブースでも単なる研究成果の
発表だけでなく、アライアンスを前提としたパー
トナー探しの展示が行われていた。工業技術研究
院（ITRI）の研究分野は基礎研究という領域でな
く、どちらかというと応用研究のほうに軸足があ
る。ブースの出展担当者は「研究者の在籍期間が
長ければ長いほど研究の成果がないと見なされ
る」、「一定期間で研究成果を出して独立を目指す。
起業することがひとつの成果と見なされる」と関

係者はコメントする。
そういう意味では Computex への出展は研究

成果を「世に問う」ことであり、Computex でア
ライアンスパートナーが見つかるかどうかは研究
成果の是非を占う重要な機会であると言える。国
の研究機関であってもブースでは真剣勝負の商談
が繰り広げられるのである。

◇ 工 業 技 術 研 究 院 /Industrial Technology
Research Institute（ITRI）
新竹縣竹東鎮中興路四段 195 號
TEL：886-3-582-0100
No.195, Section 4, Chung Hsing Rd., Chutung,
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写真3 独自開発のHMD（Head Mounted Display）

写真4 ターンテーブルに立った人を 360 度全身スキャンする 3D
スキャナー



Hsinchu, Taiwan.
台北オフィス 台北市和平東路二段 106 号
No. 106, Section 2, Heping E Rd, Da’an District,
Taipei City
TEL：+ 886-2-2737-7300
FAX：+ 886-2-2737-7387
https://www.itri.org.tw・

■中小企業の IOT を活用したビジネスを支
援（経済部/中小企業處）
中小企業處は「中小企業打造無限新商機」(中小

企業が作り出す無限のビジネスチャンス)という
タイトルでパビリオン出展。4 G の通信環境を
活用したクラウドサービスのビジネスモデルの事
例を展示。
IOTを使って農業の生産者と消費者を繋ぐ「直

送 365」は中小企業處が中心となって展開してい
る農業者支援プロジェクトで、PARTNER
E-COMMERCE(和盟電子)が中心となって運営
されている。農家の収穫から家庭の冷蔵庫まで、
いい物を早く効率的に届ける仕組み作りに IOT
を活用。＜写真9＞
HongKu（紅谷資訊）の「iPeen/愛評網」は台湾

版の「食べログ」に当たるグルメサイト。グルメ
だけではなくファッション、旅行、エンターテイ
メントまであらゆる分野の口コミ情報をネットで
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写真5 こちらは手に持った装置を動かして物体をスキャンする
ハンディ 3Dスキャナー

写真7 滅菌機能付の「お箸ケース」(Pocket Chopstick
Sanitizer)、外食に自分のお箸を持ち歩く人向けにニー
ズがありそう。Computex2016 Best Choice Award を
獲得した

写真6 滅菌機能付の「携帯ポット」、VC-LED(深紫外線)によっ
て 90 秒ほどで菌や病原性微生物を滅菌することができる

写真8 経済部/中小企業處のパビリオン



提供している。＜写真 10 ＞
「Event PAL/活動咖」はUNI-NET(聯網國際)
が運営するイベント運営支援システム。マラソン
などスポーツイベントでスマホと連動したさまざ

まなサービスを提供する。＜写真 11 ＞
ブースではマラソンに参加した選手の写真を自

動的に撮影して本人に提供するシステムを展示。
シューズにつけたタグとセンサーを使ったサービ
スでハイテク（？）ではないがアイデア勝負のユ
ニークなサービス。
現在、台湾では 3.5G から 4G への移行期にあ

り、国を挙げて 4G の通信環境の整備と利用者の
拡大に取り組んでいる。特に中小企業處では 4G
環境を活用したアプリケーションのビジネス利用
の普及に力を入れており、海外の事例研究、さま
ざまな産業分野でのアプリ開発、実証実験、さら
にはエンドユーザーへの普及と啓蒙活動など、積
極的な取り組みを行っている。
経済部とは日本の経済産業省にあたる機関。中

小企業處とは中小企業振興を担う中核的な部署で
製品開発、輸出促進、人材育成、国内外における
技術アライアンスの支援などを行っている。ま
た、海外の展示会視察を行ったり、企業視察や工
場見学など中小企業の国際競争力を強化するため
に積極的な取り組みを行っている。

◇経済部/中小企業處
Small and Medium Enterprise Administration,
Ministry of Economic Affairs R.O.C
台北市羅斯福路二段 95 號 3F
No. 95, Section 2, Roosevelt Rd, Da’an District,
Taipei City
TEL：+ 886-2-2368-6858
FAX：+ 886-2-2368-0816
http://www.moeasmea.gov.tw

◇ PARTNER E-COMMERCE CO., LTD.
和盟電子商務股份有限公司
台北市中山北路二段 27 巷4號5樓之1
5F-1,No. 4, Lane 27, Section 2, Zhongshan N Rd,
Taipei City,Taipei
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写真 10 「iPeen/愛評網」、HongKu Info（紅谷資訊）

写真 11 「Event PAL/活動咖」、UNI-NET(聯網國際)

写真9 「直送 365」、PARTNER E-COMMERCE(和盟電子)



http://www.ewebs.com.tw/ewebs/
≫農家支援/生産者から流通/販売、良いものを消
費者へ「直送 365」＜写真9＞
http://www.ufresh.com.tw/ifresh365/

◇ HongKu Info Co., Ltd.
紅谷資訊股份有限公司
台北市中正區羅斯福路2段9號6樓
6F,No. 9, Section 2, Roosevelt Rd, Zhongzheng
District, Taipei City, Taiwan.
http://www.ipeen.com.tw/introduction.php
≫グルメ、旅行、ファッションなど口コミ情報サイト
「iPeen/愛評網」（台湾版食べログ）＜写真 10 ＞
http://www.ipeen.com.tw

◇ UNI-NET/聯網國際股份有限公司
台北市信義區基隆路一段 159 號7樓 7F
NO.159 Sec. 1, Keelung Rd., Xinyi Dist., Taipei
City 110, Taiwan
TEL：+ 886-2-87871315
e-mail：uninet@uni-net.com.tw
http://www.uni-net.com.tw/
≫スポーツイベントの企画/運営をサポート
「Event PAL/活動咖」＜写真 11 ＞
https://www.eventpal.com.tw

■第1ホールには3 Dプリンタ、ロボット、
VR（Virtual Reality）
SmarTEX の7つのテーマパビリオン、さらに
工業技術研究院（ITRI）や中小企業処のパビリオ
ンの他にも、世界貿易センター第1ホール（信義
地区）には注目の出展企業がずらりと並んだ。
オープニングセレモニーが行われたのは南港ホー
ル 1F（南港地区）の特設会場、また南港ホール4
FにはACER（宏碁）、ASUS（華碩）と言った大
手ベンダーが出展するため来場者の多くは南港
ホール（南港地区）に目を向けがちであるが、注

目技術や先進的なビジネスモデル、IOT関連の製
品が展示は世界貿易センター第1ホールに集中す
る。（参考まで、例年 Computex では初日に南港
ホールを視察する来場者が殺到し、初日の第1
ホールは比較的ゆったりブースを見て回ることが
できた。初日に第1ホールを視察し、2日目に南
港ホールを視察するという回り方がお勧め。混雑
をさけてゆっくり製品を手に取ってみて回ること
ができる）

■すっかり定番となった 3D プリンタ、音楽
に合わせて踊るロボット
SmarTEX の一角には 3D プリンタのブースで
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写真 12 オープニングセレモニーに参加した蔡英文総統。5月に
就任して今回が初めてのComputex 視察

写真 13 会場を視察する蔡英文総統。Computex 初日には歴代総
統や政府要人が必ず訪れる。Computex は台湾製品を世
界に売り込むために国を挙げて取り組むイベントと言っ
ても過言ではない



も足を止める来場者が多かった。出展規模は年々
拡大し、3D プリンタは新しい注目分野というよ
りは、ハイスペックモデルから普及モデルまでひ
と通りに出揃い、Computex 展示の「定番製品」
になった。
ブースにはさまざまな成型部品のサンプルがあ
り、注目を集めていた。3D プリンタを使って、
誰でも、簡単に、素早く、成型部品や製品モジュー
ルが作り出せるようになった。製品のプロトタイ
プ作り、製品の改良や検証が比較的簡単にできる
ようになった。試作モデル作りの垣根がぐっと低
くなったと言えるだろう。
たくさんの企業が 3D プリンタに参入する中
で、すでに 3D プリンタの老舗と言っても過言で
はないXYZprinting（三緯國際）は、ブースの一
角に特設ステージを設けてロボットを出展。3D
プリンタだけでなくロボットの製品群も注目を集
めていた。小さなテーブルに設けられたステージ
いっぱいに動き回り、片足立ちでバランスをとっ
たり、音楽に合わせてダンスをしたり、たくさん
の人が足を止めてカメラを向けていた。
また、ドローンや潜水艦型のロボット（？）の
出展も・・・。センシングの領域が空に、海に拡大
している。エンターテイメント用途だけでなく、
ビジネスユースの可能性を感じさせる出展だっ
た。3D プリンタの普及がモノ作りのさまざまな
可能性を引き出すきっかけになるかどうか、可能
性を模索するXYZprinting（三緯國際）のアグレッ
シブな取り組みに今後も注目していきたい。

◇XYZprinting
三緯國際立體列印科技股份有限公司
新北市深坑區北深路三段 147 號
No. 147, Section 3, Beishen Rd, Shenkeng
District, New Taipei City,Taiwan
TEL：+ 886-2-2662-2660 ext.28761
e-mail：info@xyzprinting.com

http://tw.xyzprinting.com

■ VR 技術（Virtual Reality）を駆使した
レーシングゲーム
また、第1ホールの入り口には大きなステージ

を設けて GIGA-BYTE（技嘉）が最新の Gaming
PC を出展。ステージにコップピットを作り、
レーシングゲームのデモを行っていた。没入型の
HMD（Head Mounted Display）をつけてコック
ピットに乗り込み、仮想空間で車を走らせVRを
体験する。車の走行に合わせてコックピットは振
動し、衝撃が加わり、車の加速とともにハンドル
を握る体験者に Gがかかる。HMDに映し出され
た風景に合わせて体験者はまるで自分がサーキッ
トでレースをしているような走行体験ができる。
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写真 14 年々拡大する 3D プリンタの出展エリア、普及モデルは
よりリーズナブルな価格へ

写真 15 音楽に合わせてダンスをするロボット。XYZprinting
（三緯國際）はブースの一角にステージを設けてロボット
を出展



もちろんHMDは運転中に 360 度どの方向を見て
も自分が向いた視野角に合わせて周辺の風景が変
化する。
VR（Virtual Reality）は今年のComputex で注
目を集めた技術のひとつ。詳しくは次回の
Computex レポートで詳しく取り上げる。今後、
Computex でも VR（Virtual Reality/仮想現実）
や AR（Augmented Reality/拡張現実）、そして
MR（Mixed Reality/複合現実）へと進化していく
さまざまな製品の出展が予想される。

◇GIGA-BYTE TECHNOLOGY CO., LTD.
技嘉科技股份有限公司
新北市新店區寶強路6號
No.6, Baoqiang Rd., Xindian Dist., New Taipei
City,Taiwan
TEL：+ 886-2-02-8665-2646/
台北 0800-079-800
http://www.gigabyte.tw/

■今年、最も注目を集めたのは「ピッチイベ
ント」
今 年 の Computex 最 大 の ニ ュ ー ス は
Computex に併設する形で InnoVEX が開催され

たこと。InnoVEX とは Inovation ＋ Venture ＋
Exhibitions の造語で、ベンチャー企業を対象と
したスタートアップイベント。信義地区の第3
ホール全体が InnoVEX2016 の会場となり、今年
初めての開催となる。会期は5月 31 日(火曜日)
から3日間。Computex2016 は5月 31 日(火曜
日)から会期5日間であるが、InnoVEX2016 は5
月2日(木曜日)までの3日だけの開催で会期が異
なる。
InnoVEX には 22 の国と地域から 217 社が出

展。Computex にスタートアップという切り口が
加わり、国内外から注目を集めたイベントとなっ
た。世界貿易センター第3ホールでは会場のおよ
そ4分の1にステージが設けられた。3日間の会
期中、合計 14 のキーノートスピーチとパネルディ
スカッションが実施され、300 席の会場は連日ほ
ぼ満席となった。
午後の時間帯はピッチイベントが行われた。

ピッチのエントリー企業は 102 社で、海外からの
エントリーがほぼ半数。その中から事前審査で選
ばれた 25 社によって初日の午後と2日目の午後
に予選が行われた。
「ピッチ」とはベンチャー企業が自社の魅力や
将来性について投資家に売り込むためのプレゼン
テーションで、短い時間で簡潔に訴えかける技術
が求められる。複数の企業が登壇して資金を獲得
するためにプレゼンテーションを競い合うのが
「ピッチイベント」（ピッチコンテスト）である。
これは単なる製品紹介のプレゼンテーションで

はなく、自社製品が如何に優れているか、また提
案するビジネスモデルが如何に有効であるか、こ
うした点を限られた時間内に自分の言葉で訴えか
ける。絞り込んだポイントを、精査した言葉で、
わかりやすく、簡潔に訴えかける技術が競われる。
さらにビジネスにかける情熱を伝えることも重要
である。
もちろん、訴えかける技術や製品が投資家に
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写真 16 車の走行に合わせてコックピットは振動し、衝撃が加わ
り、車の加速とともに Gを感じる。HMD でレースの世
界に没入する



とって魅力なものでなければならない。他にはな
い技術力や製品力があり、ビジネスモデルが独創
的であることが前提だ。スタートアップ企業は限
られた時間でプレゼンを競い合い、自社製品の魅
力を投資家に訴えかける。それが「ピッチイベン
ト」である。
InnoVEX の場合、登壇する企業の持ち時間は
6分間。その後、同じく6分間のQAがある。審
査員はこの QA の時間に登壇した企業が投資す
る価値があるかどうかを見極める。そのためには
厳しい質問を容赦なく浴びせて、技術や製品の強
み、ビジネスモデルの有効性、本人の志や情熱を
精査する。プレゼンをする側も審査をする側も真
剣勝負のやりとりが繰り広げられるわけだ。
初日と2日目の午後は予選が行われ、書類審査
を経て選ばれた 25 組が登壇した。InnoVEX最終
日となる3日目の午後には決戦大会が行われ、予
選を勝ち残った8社がファイナリストとしてこの
決戦大会に臨んだ。
そして、決戦大会を勝ち残ったのはMoBagel

（行動貝果）で InnoVEX2016 の winner となった。
プレゼンは「Real-Time Predictive Analytics for
IOT Devices」、見事に優勝賞金3万ドル（米ド
ル）、その賞金を射止めた。
ピッチイベントは予選の段階から白熱した緊張
感溢れるプレゼンが続き、最終日の決戦大会では
ピッチを聞く来場者で 300 席の会場は満席とな
り、見応えがあるプレゼンテーションが繰り広げ
られた。誰が優勝賞金を獲得するか、投資家から
の資金獲得に成功するか、注目ポイントは単にこ
うした点だけでなく、登壇するベンチャー企業の
中から提携先を探そうと会場に来ていた台湾ベン
ダーも少なくなかったはずである。
InnoVEXは、新しい可能性を探す大手ベンダー
と、そこに自社の強みをぶつけるスタートアップ
企業とが、IOTの世界でさまざまな可能性を探り
合 う 注 目 す べ き イ ベ ン ト と な っ た。
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写真 17 会期中、午前中のプログラムは基調講演、パネルディス
カッションなどが行われた。22 の国と地域から 217 社が
出展

写真 18 登壇するピッチ参加者。102 社のエントリーから書類審
査でピッチ参加企業は 25 社。最終日の決戦大会にはファ
イナリスト8社が参加

写真 19 プレゼンの後のQAの様子。審査員からの鋭い質問が続
く。審査する側も答える側も真剣勝負



InnoVEX2017 は 2017 年5月 30 日（火曜日）から
会期3日間で開催予定。主催者は日本からの参加
も積極的に呼びかけている。

◇製品レポート
■ ChipSiP はウェアラブルグラス「SiME」
の 2016 モデルを出展
製品レポート(1) ChipSiP（鉅景科技）

昨年に引き続きウェアラブルグラスを出展。製
品名は「SiME」、年々改良が続いている自社開発
のウェアラブルグラスだ。最新モデルではグラス
右の機構部分が小型化され、見た目にもはっきり
わかる洗練されたデザインになった。2015 年モ
デルに比べると映像が映るモニター部分が大きく
なり、若干見やすくなった。2015 モデルの眼鏡タ
イプから、2016 モデルは後ろから頭に挟んで装着
するタイプになったことも大きな変更点である。
写真 35 のように操作部がカメラのリモコンの
ような形状となり小型化された。帽子やヘルメッ
トに装着しやすい形状に変更されたものと思われ
る。
実際、ブースでパソコンを使った説明では、自

動車修理で働く人、台車を使って工場内で作業を
する人、警察官や消防士など、さまざまな用途で
活用できることを説明していた。また、スカイダ
イビングで使われている事例や警察官が盗難車両
をチェックする事例など、アプリケーションパー
トナーも増えつつあり、現場での使い勝手を製品
開発にフィードバックしながら開発が進んでいる
との説明だった。
年々改良が進んでいる「SiME」であるが、ブー

スで装着体験をした限りではもう一歩使い勝手が
よくない。理由は、モニターの映像を見ながら作
業をするには慣れが要ること、装着したときの
フィット感に欠けること、何よりも操作性の点だ
ろうか、ビジネスユースとして使うには更なる改
良が求められる。
一方、エンターテイメント用途で使うなら圧倒

的に没入型のHMD（Head Mounted Display）に
軍配。もちろん VR（Virtual Reality/仮想現実）
とAR（Augmented Reality/拡張現実）とでは単
純に比較できないかもしれないが、オキュラス、
バイブといったHMDのコンテンツは魅力的であ
る。戦場の中に迷い込んだり、空を飛んだり、没
入型だと素直にコンテンツの楽しさが体験でき
る。
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写真 20 「Real-Time Predictive Analytics for IOT Devices」
というプレゼンで優勝したのは MoBagel（行動貝果）、
賞金3万米ドルを獲得した。
https://mobagel.com/

写真 21 「SiME」の 2016 モデル、より小型化され洗練されたデザ
インになった



VR はハードウエアも、ソフトウエアもまだま
だ黎明期である。今後、MR（Mixed Reality/複合
現実）の世界に向かって、「SiME」の開発がさら
に進み、ますます進化していくことを期待したい。

◇ChipSiP Technology Co., Ltd.
鉅景科技股份有限公司
新北市中和区建一路 186 号 8F-1
8F-1, No. 186, Jian 1st Rd., Zhonghe District.,
New Taipei City 235, Taiwan
TEL：+ 886-2-8227-1799
FAX：+ 886-2-8227-1798
http://www.ChipSIP.com
E-mail: sales@ChipSiP.com

■フレキシブルに曲げることができる厚さ
0.36mmの薄型リチウムセラミックバッテ
リィ
製品レポート(2)Prologium Tecnology.(輝能
科技)

こちらも昨年の Computex で注目を集めた製
品。曲げたり、捻ったりすることができるフレキ
シブルリチウムセラミックバッテリィである。こ
のバッテリィの特徴は従来のようなバッテリィ内

に電解液を使用するのではなく、固体型リチウム
セラミックを使うところ。バッテリィを組み込む
対象によって大きさ、形などをフレキシブルに変
えることができる。今年のモデルは厚さ
0.365mm。2014 モデルは 0.385mm、2015 モデル
は 0.375mm からさらに薄くなった。また、2016
モデルは Capacity が前年比 150％アップ、さらに
Discharge rate や 75℃ Storage Time 面でも改良
が加えられている。
バッテリィをボールペンの本体に組み込んだ

り、ズボンのベルトや時計のバンドに組み込んだ
り、携帯ケースやカバン、スーツケース、さらに
はジャケットや帽子にもバッティリを組みこむこ
ともできる。工夫次第でさまざまな用途が考えら
れる。
自社開発のFLCB（Lithium-Ceramic Battery）

は「安全性」にも十分に配慮され、曲げても液が
漏れない固体の電解質を使っている。担当者は
「ハンマーでたたいても、はさみで切っても、熱を
加えても、ショートしたり発火したりしない」と
のコメント。
実際、写真 24 のように左から水につける、折り

曲げる、切る、突き刺すなど、こうした環境下で
も完全に使用が可能。わかりやすいディスプレイ
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写真 22 操作部が小型化され、帽子やヘルメットなどにも装着で
きるようになった

写真 23 自由自在に折り曲げることもできるので、時計のベルト
の中やスマートフォンのケースのヒンジにあたる部分な
どに組み込むことも可能



で製品の強みを説明していた。

◇ Prologium Tecnology Co.,Ltd
輝能科技股份有限公司
新北市五股区五工路 127 号4 F
4F,No. 127, Wugong Rd, Wugu District, New
Taipei City,Taiwan
TEL：+ 886-2-2299-5486
FAX：+ 886-2-2299-5878
http://www.prologium.com/

■サウンドカメラ（Sound Camera）、音を
可視化するセンサー
製品レポート(3)Sorama/オランダ企業

「サウンドカメラ」という不思議な名前だが・・・。
この製品は「音」を映像として「可視化」する今
までにない新しい技術である。IOT の世界を広
げる新しい形の「センサー」ということができそ
うだ。
写真をご覧いただきたい。左中央の小型テレビ
ほどの大きさの装置に 64 個の集音マイクが規則
的に並べてある。ひとつひとつのマイクは単一指
向性でそれぞれの方向からやってくる「音」を拾
い集める。こうして集めた「音」を映像としてモ

ニターに映し出す。
例えば、強い音は赤の濃い色で、弱い音は水色

で、音のない空間は黒というようにモニター上で
拾い集めた音を映像として可視化して記録する。
「音」を色の違いで見せることによって、「音」が
する方向を確認したり、「音」がする個所を特定し
たり、「音」の強弱をセンシングしてデータを役立
てるための装置である。
担当者は具体的な使用用途として自動車のエン

ジン開発の例を挙げていた。このサウンドカメラ
で異音の発生個所を検知したり、異音の解析に
よって改良すべき内容の判定に役立てたり、また
風洞実験などで空気の流れを音によって感知し、
微妙な空気抵抗の差も可視化することもできると
いう。つまり、音をセンシングして映像データと
して記録することができるこれまでにはなかった
センサーで、これは IOTの領域に限らず、さまざ
まな分野での応用が期待できそうである。

◇ Sorama
Torenallee 20, Videolab office 7024, 5617 BC,
Eindhoven, Nederland
TEL：+ 31-40-304-1019
https://sorama.eu/
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写真 24 厚みはわずか 0.365mm、使い方はアイデア次第。さまざ
まな応用用途が考えられる 写真 25 64 個の集音マイクがそれぞれ違った方向から来る音を捉

え、「音」を映像としてモニターに映し出す



高雄 (2)―台湾の産業と経済を支える港湾都市
片倉 佳史（台湾在住作家）

高雄は台湾南部最大の都市であり、世界でも指折りの港湾都市である。市の中心部の人口は 150 万を誇り、台北に次ぐ台湾第二の都

市である。そして、産業規模から判断すると、台湾でもっとも発達した工業都市にもなっている。今回は前回に続いて南国の大都会・

高雄の歴史について紹介したい。

高雄 カオシオン
高雄 こーひょん（台湾語・ホーロー語）
高雄 たかお

産業都市・高雄の歴史

高雄市は終戦まで、高雄州庁の所在地だった。
市街地は平坦な土地に開けているが、北には寿山
（ことぶきやま）があり、港湾を挟む形で南角に屹
立する旗後（きご）山と対峙してる。旗後山の西
南には砂嘴（さし）が発達しており、旗後半島と
呼ばれている。
高雄は旧名を「打狗（たかう）」といった。清国
統治時代、台湾南部の中枢は台南であり、打狗は
それほどの規模を誇ってはいなかった。むしろ、
東隣りに位置する鳳山（ほうざん）に 1788 年、県
城が置かれ、賑わいを見せていた。当時、打狗は
鳳山の外港という位置づけにあった。
打狗は 1624 年に始まったオランダ統治時代に
その礎が築かれた。その後、鄭氏政権時代、清国
統治時代を経て、1864 年には基隆港とともに開港
されるが、この時は安平（あんぴん）の副港とい
う扱いだった。
日本統治時代に入ると、それまで南部最大の港
湾機能を有していた安平港が土砂の堆積によって
地位を下げた。もともと安平一帯は遠浅で、大型
船の着岸には向かない。そして、将来的な発展の
見通しも立たなかった。そのため、打狗の港湾整
備が計画されるようになった。

打狗港（高雄港）の築港

この時期の打狗港は水深が浅く、小型船のみが
入港できるという状態だった。多くの船は4キロ
ほど沖合に碇泊しなければならず、効率がわる
かった。また、港内には岩礁も多く、これも障害
となっていた。
打狗の築港計画は 1901（明治 34）年に立てられ

ている。その契機となったのは 1899（明治 32）年
9月に実施された後藤新平民政長官の南部視察
だった。これによって、各種調査が実施された。
しかし、この計画案は実施されることはなかった。
当時、縦貫鉄道の敷設と基隆築港が急務とされ、
そちらが優先されたためである。
それでも 1908（明治 41）年3月の帝国議会では

打狗の築港工事に関する予算が承認され、第一期
工事が6ヶ年継続事業として始まった。これに合
わせて港湾沿岸地域の埋め立て工事が実施され、
同年の第一次市区計画によって高雄川（現称・愛
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片倉佳史の台湾歴史紀行 第二回

写真1 愛河の夜景。開放感が感じられる南国の大都会。



河）以西の約 50 万坪が埋め立てられた。ここが
後述する鼓山（こざん）の市街地となった。
当時、打狗港から搬出される物資は主に米と砂
糖で、これに阿里山で産する木材が加わっていた。
日露戦争の勝利による好景気もあり、また、縦貫鉄
道も開通したことで、築港工事は急務となってい
た。
1912（大正元）年に 10 カ年継続事業として始

まった高雄港第二期工事は 1921（大正 10）年に終
わった。この工事では干潮面以下8メートルと
なっていた水深が 10 メートルとなったほか、岸
壁を 450 メートル増築し、全長 1314 メートルに
拡張された。そして、「軍港」としての機能が加
わったことにも注目したいところである。

興味深いのは、想定していた以上に貨物の取扱量
が増えていったため、第一期、第二期工事とも、着手
後に立案された計画そのものを見直し、事業計画の
変更を余儀なくされたことであろう。それほどまで
に打狗港の発展の早さは驚異的なものだった。

工業港としての発展

港湾施設の拡充と縦貫鉄道の開通が産業都市と
しての高雄の機能を支えたのは言うまでもあるま
い。大正期の打狗港は米と砂糖の積出港という色
合いが濃かった。当時、台湾最大の港と言えば基
隆（きいるん）港だったが、積出量はそれを大き
く引き離し、特に、打狗港から搬出される砂糖は
台湾全体の輸出額の9割、搬出額の7割を占めて
いた。言うまでもなく、砂糖は打狗港にとって最
大の貿易品であった。
こういった状況に変化が出てきたのは 1917（大

正6）年頃である。この年、浅野セメントが打狗
工場を設け、進出してきたのである。こういった
状況は後述するが、これを契機に台湾肥料会社な
ど、大型工場の進出が相次いだ。特に重化学工業
の進出は目立つものだった。
1917（大正6）年に発表された第一次市区計画

は打狗港の後背地にあたるエリアを開発するもの
だったが、ここにはすでに工業都市として発展し
ていく高雄の姿が盛り込まれている。具体的には
工場用地の確保を筆頭に、工業製品の搬出や原料
の搬入に対応する設備の整備、また、輸送効率の
向上などが意識されていた。
その後、昭和期に入ると、軍事物資の需要増と

いう要素が加わることになる。日月潭の水力発電
所が操業を始めると、電力の安定供給が実現し、
高雄は台湾最大の工業都市として発展していく。
戦時下では、日本の南方進出の拠点となり、高雄
の「港勢」はますます盛んなものになっていった。
戦時中には空襲を受け、大きな被害が出たもの

の、その機能は戦後の中華民国体制下にも受け継
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写真3 岸壁に連なってた倉庫。製糖会社が所有する倉庫
には袋詰めにされた砂糖が山積みとなっていた。
『日本地理風俗大系』より

写真2 日本統治時代の高雄港の様子。昭和期、米や砂糖
の積出港から一大工業港に転身した。



がれ、現在にいたっている。

打狗と高雄

高雄の旧名は「打狗」である。この地名はかつ
てこの一帯に暮らしていたマカタオ族の集落名
「タアカオ」にちなんだものとされている。マカ
タオ族は平埔族（平地原住民）に分類される部族
で、屏東平野を中心に広範な地域に勢力を誇った。
文化的にはシラヤ族との共通性が高い。
その後、オランダ人はこの地を｢タンコイア｣と
呼んだという記録が残る。そして、倭寇（わこう）
全盛の時代には、日本人らしき集団が出入りして
いたという言い伝えも残る。当時から天然の良港
として知られ、現在はマグロ漁で知られている屏
東県の東港（とうこう）に対し「西港」という呼

称が与えられた時期もあった。
オランダ統治時代には、東南アジア方面との交

流が始まり、この町も発展を始める。そして、清
国統治時代を迎え、徐々に南部を代表する港湾と
なっていく。19 世紀に入ってからは、廈門（アモ
イ）や汕頭（スワトウ）、香港といった華南地方と
の交易が盛んとなり、上海や天津などとも往来が
始まった。
1864 年には正式に開港し、通商はより盛んと

なっていく。1867 年に税関として設けられた旧
英国領事館は台湾に残る最古の洋館建築であり、
現在は歴史文物館となっている。
「高雄」という地名が登場するのは、1920（大正
9）年の地名改正からである。この地に高雄州が
置かれ、これに合わせて打狗の名も改められた。
7月 28 日の台湾日日新報で新地名が「高雄（たか
お）」と発表された。そして、1924（大正 13）年 12
月 25 日には基隆（きいるん）とともに市制が敷か
れている。

人口が激増した都市

高雄の歴史を見る上で、最も注目したいのは人
口の急増ぶりである。2016 年5月現在、高雄市の
人口は約 277 万人となっている。2010 年 12 月 25
日に近隣の高雄県と合併したため、市域面積はか
なり広がった。中心部（旧高雄市）の人口は約
150 万程度となっている。
歴史を振り返ると、オランダ統治時代、打狗（高
雄）はマカタオ族が暮らす小集落が点在するばか
りで、文献に残る集落としては現在の旗津（当時
の呼称は旗後）に漁村があったのに過ぎない。
日本統治時代初期は人口が 7000 人程度とされ
ている。そして、1900（明治 33）年の統計では
7607 名という記録が残っている。産業らしい産
業もなく、かなりひなびた印象の土地だったこと
は想像に難くない。
しかし、領台から 40 年が過ぎた昭和 10 年末の
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写真4 現在、倉庫群は公共空間として整備されている。
高雄港貨物線の廃線跡はサイクリングコースとなっ
ている。

写真5 大型船が行き交う光景は高雄の繁栄を象徴してい
た。築港の主任技師は台湾総督府の山形要助が担っ
た。日本統治時代の絵はがき。



統計を見ると、高雄市の人口は8万 6848 名となっ
ている。つまり、40 年で 10 倍という急増ぶりで
ある。そのうち2万 0227 名が内地人（日本本土
出身者とその子孫）であり、6万 4091 名が本島人
だった。内地人が占める比率が高いことも高雄の
特色となっていた。
昭和 17 年末の統計では人口が 19 万 7897 名と
なっている。この時点ですでに台南を抜いて台湾
第二の都市となった。また、昭和 18 年末には 20
万を突破し、21 万 8700 人となっている。昭和 10
年末の統計と比較すると、わずか8年で3倍近く
になっている。ちなみに、昭和 17 年時、高雄市は
全国人口統計で 39 位に挙げられ、本土で言えば
岡山市や新潟市と並んでいた。
なお、高雄州は高雄市と屏東（へいとう）市を
はじめ、岡山（おかやま）、鳳山（ほうざん）、旗
山（きざん）、屏東、潮州（ちょうしゅう）、東港
（とうこう）、恒春（こうしゅん）の各郡を擁して
いた。昭和 16 年の国勢調査では州内人口が 93 万
0838 名となっていた。

日本統治時代の高雄市

現在の高雄は区画整備が行き届いた大都市とい
う印象を受ける。その基礎となったのは日本統治
時代の都市計画であり、特に 1936（昭和 11）年の
ものの影響が大きい。これは将来人口を 40 万人
と想定したもので、現在の高雄駅がある辺りを発
展させる計画だった。奇しくも、これは戦後に発
展した現在の高雄市の市街地とほぼ一致する。
日本統治時代の高雄は大きく三つのエリアに分
かれていた。まずは旗後（きご）、そして鼓山（こ
ざん）、そして、鹽埕埔（えんていほ）である。
高雄の旧市街と言えるのは旗後で、清国統治時代

から漁業基地として名を馳せた。このエリアには内
地人は少なく、圧倒的多数を本島人が占めていた。
鼓山と鹽埕埔は高雄港の築港工事に伴って生ま

れた新興開発エリアである。鉄道線路を挟んで西

側が鼓山、東側が鹽埕埔である。旗後とは異なり、
両者ともに住民の7割を内地人（本土出身者）が
占めていた。
また、市街地北郊に位置する半屏山の北側と東
側の地域は左営（さえい）、または桃仔園（とうしえ
ん）と呼ばれていた。ここは海軍管轄の軍事要塞と
なっていたが、敗戦によって日本人が引き揚げた後
は中華民国軍に接収され、現在にいたっている。
ちなみに左営という地名の由来は鄭氏政権時代

に遡る。台湾南部に拠点を構えた鄭成功は屯田兵
政策をうったが、これはその時代、各地に派兵さ
れた部隊が開墾したことを示している。台湾南部
では新営や林鳳営、柳営など、「営」の字を含む地
名を散見できるが、いずれも同じ歴史背景をもつ。

港町風情が漂う鼓山

鼓山は日本統治時代に入ってから発展したエリ
アである。初代の高雄駅を町の玄関とし、その正
面が湊町（みなとちょう）、北側には寿町、山下町
があった。中心となっていたのは湊町界隈で、こ
の一帯の整備は台湾地所建物株式会社が開発に大
きく関わっている。目抜き通りとなっていたのは
湊町通り（現・臨海二路）だった。
町の顔となっていた初代高雄駅は縦貫鉄道の終

点であり、同時に潮州線（屏東線）の起点でもあっ
た。構内はとても広く、現在は使用されていない
ものの、市民に開放されている。台湾中南部の特
産品となっていた砂糖や屏東平野で栽培されるパ
イナップル、旗山方面のバナナなどはここに運び
込まれ、搬出されていった。
高雄駅は 1941（昭和 16）年6月 22 日に現在の

場所へ移転した。この時に初代駅は高雄港駅と改
称されて旅客営業をやめている。現在、駅舎は打
狗鉄道故事館という博物館として使用されている。
興味深いのは現在、通称「哈瑪星（はましん）」
と呼ばれている地域で、これはかつての新濱（し
んはま）町と湊町の沿岸部を示す。これは港湾部
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を走った貨物線の名にちなんだもので、「浜線（は
ません）」の名が通称として生きているのである。
このエリアにはどことなく港町らしい風情が感
じられ、古い建物も多く残っている。観光物件の
ようなものはないが、路地裏をのんびり探検して
みたいものである。

新市街として開発された鹽埕埔

鹽埕埔（えんていほ）は昭和期に発達した新市
街である。先に挙げた大高雄都市計画では新興開
発エリア以外に、高雄川（現称・愛河）の東側に
新しい市街地を設けるというものもあったが、こ
れが鹽埕埔地区の開発を意味している。
このエリアは全体が計画的に整備されたため、
道路は広く、整然とした美しい家並みを誇ってい
た。鉄道線路と高雄川（愛河）、そして高雄港に囲
まれ、三角形をしたエリアだった。現在、このエ
リアはそのまま高雄市鹽埕区となっている。
日本統治時代の鹽埕埔は5つに分かれていた。
中心となるのは高雄市役所（現・高雄市立歴史博
物館）のある栄町（さかえちょう）、北側に位置す
る北野町（きたのちょう）、繁華街となっていた鹽
埕町、駅に近い堀江町（ほりえちょう）、波止場に
面し、工場が集まっていた入船町（いりふねちょ
う）があった。
鹽埕町は日本統治時代の高雄で最大の賑わいを
誇ったエリアである。人口密度は高かったとされ
るが、実際は整然とした家並みとなっており、家屋
が密集した様子はほとんどなかったと言われる。
堀江町は鹽埕町から続く商業エリアで、内地人

居住者が圧倒的に多かった。鉄道線路に沿って倉
庫なども多く見られ、町工場なども多かった。な
お、堀江町の名前は戦後も地域名や市場の名称と
して受け継がれている。
栄町も内地人居住区で繁華街として賑わってい
た。ここは高雄市役所があり、行政エリアとして
も機能していた。
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写真6 高雄銀座商店街。戦後は國際商場と名を変えた。
現在も建物は残っている。

写真7 日本統治時代の高雄銀座。昭和 12 年に開かれた
高雄最初のショッピングモール。

写真8 高雄最大のデパートだった吉井百貨店。昭和 16
年、吉井長平が創業した。台北の菊元百貨店、台南の
ハヤシ百貨店とともに台湾三大百貨店と呼ばれた。



入船町は第二期築港工事に合わせて埠頭が延長
され、それに伴って発展を見た後発のエリアであ
る。また、築港工事のために高雄に移住した澎湖
（ぼうこ・ほうこ）出身者は多く、その大半が入船
町や堀江町に暮らしていた。

博物館となった初代高雄駅

先代の高雄駅は現在、鉄道文物を保存・展示す
る打狗鉄道故事館となっている。廃止以来長らく
放置されていたため、侘びしい姿となっていたが、
現在は整備され、多くの参観者が訪れている。
博物館がオープンしたのは 2010 年 10 月 24 日
で、盛大な式典が催された。台湾にはこれまでも
苗栗（びょうりつ）や花蓮（かれん）に鉄道公園
があったが、敷地に車両が展示されているだけで、
なかには貴重な車両が雨ざらしになっているとい
うケースも見受けられた。いずれも台湾鉄路管理
局や自治体が設けたもので、正直な印象としては
それほど魅力的な存在ではなかった。
打狗鉄道故事館はその管理と運営を鉄道の愛好
家たちが担っている。失われゆく史料・文献を収
集し、貴重な文物を保存していくことを主眼に、
活動を続けている。講演会や新刊発表会といった
イベントも行なわれ、台湾の鉄道文化の発信基地
としても機能している。
長らく貨物駅として現役だったこともあり、駅
舎はほぼ原型を留めている。駅の事務室や駅長室
は往年の雰囲気を保ち、日本統治時代の椅子や机
などが残されている。その他、なかなか見ること
のできない備品なども残っているので、鉄道ファ
ンならずとも興味を惹かれるはずだ。カウンター
の上には日本統治時代に用いられていた荷札入れ
が残されている。表面には当時の運送会社の屋号
が並び、興味深い。
打狗鉄道故事館は高雄捷運（MRT）西子湾駅の

2番出口のすぐ前にあり、アクセスは便利だ。台湾
における鉄道文化の発信基地。鉄道に魅せられた
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写真9 初代高雄駅は昭和 16 年以降、貨物駅となってい
たが、現在は鉄道博物館として整備されている。時
刻表や古地図などの展示もある。

写真 11 打狗鉄道故事館に残されている日本統治時代の
荷札入れ。当時の屋号が並ぶ。

写真 10 初代高雄駅の前には噴水があり、三本の椰子の樹
が降り立つ人々を迎えていた。駅の開設は明治 33
年 11 月 29 日。日本統治時代の絵はがき



台湾の愛好家たちの姿に触れられる場所でもある。

歴史博物館となった旧市役所

高雄市立歴史博物館として使用されている建物
はかつての高雄市役所である。愛河の畔に位置し
ており、付近は公園として整備されている。この
愛河は日本統治時代、高雄川、もしくは高雄運河
と呼ばれていた。日本統治時代はこの運河を挟ん
で高雄州庁が建てられ、相対峙していた。
建物は 1938（昭和 13）年に起工し、翌年から使
用されている。近代的構造と東洋風のデザインを
組み合わせた帝冠樣式の代表例とされ、前回取り
上げた高雄駅旧駅舎と同様、尖塔を中心とした左
右対称のシンメトリーを特色としていた。
重厚感が感じられる荘重な雰囲気で、屋根は日
本瓦と中華風の琉璃瓦を組み合わせたという凝っ
た造りである。外壁は浅緑色となっており、これ
は当時、「国防色」と呼ばれたもの。空爆の対象か
ら逃れることを目的に、あえて地味な色合いを選
んだものと言われている。
帝冠様式は官庁建築に採用されることが多かっ
た。前回も述べたように、帝冠様式は昭和 10 年
頃から終戦までの間だけに限って見られ、しかも
諸外国には見られない。ちなみに日本本土では旧
軍人会館（現九段会館）や旧東京帝室博物館（現
東京国立博物館）や愛知県庁舎、名古屋市役所、
神奈川県庁舎、静岡県庁舎などで目にすることが
できる。
終戦によって日本人が台湾を去った後は、この
様式は見られなくなった。ナショナリズムの台頭
とともに誕生したこの様式は、終戦とともに消滅
したのである。これは日本本土でも同様で、やは
り戦後の建築物には帝冠様式は見られない。
余談ながら、高雄に残る帝冠様式、つまり、旧
高雄市役所と高雄駅旧駅舎に共通して見られる特
色にも触れておきたい。両者とも、訪問の際は少
し離れたところで建物を真正面から眺めてほし
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写真 14 高雄市概略図（昭和7年頃）

写真 13 高雄運河（愛河）を挟んで対峙していた高雄州庁。
重厚感漂う建物だった。日本統治時代の絵はがき。

写真 12 旧高雄市役所は高雄市立歴史博物館となって現
存する。帝冠様式の代表例として扱われる。



い。建物のファサードが「高」という字を模して
いるのである。まさに、戦時中に造営された建造
物とは思えない「遊び心」である。

浅野セメント株式会社打狗工場

北野町は新市街の北のはずれに位置し、本島人
居住者の多いエリアだった。また、ここの北側に
は田町（たまち）があり、浅野セメントや台湾肥
料会社の大型工場があった。
浅野セメント打狗工場は台湾最大のセメント工
場だった。会社創立は 1916（大正5）年3月。翌
年5月に工場施設が竣工している。当時、台湾で
用いられていたセメントは日本本土から持ち込ま
れていたが、需要過多による供給不足と第一次世
界大戦による価格高騰を受け、現地生産が模索さ
れた。当時、第一次世界大戦の勃発により、セメ
ントの価格は3倍になったとされ、需要もうなぎ
のぼりの状態だったという。
なお、原料となる石灰石は工場の裏手にあたる
打狗山から採掘された。埋蔵量は少なくとも 80
年は涸れることがないとまで言われていたが、こ
ういった立地も同工場の発展を支えたのは言うま
でもあるまい。
その後も高雄は都市として順調に発展していく
が、その成長とともにセメントの需要も急速に伸
びていった。操業開始翌年の 1918（大正7）年に
は生産量を倍増させる計画が立てられ、これに
よって台湾内の需要を満たし、余剰分は南支・南
洋方面に向けることが計画された。
ただし、そのためには電力不足という大きな障
害があった。水に恵まれ、地形的な利点もあった
台湾では水力発電が盛んに行なわれていたが、や
はり、巨大化する産業都市の需要には応えられな
かった。そのため、日月潭の水力発電所建設計画
が立てられた。
これは濁水渓の水を地下導水路で引水し、日月
潭を貯水池とした上で水力発電を行なうというも

の。この計画は高雄築港の責任者でもあった台湾
総督府技師・山形要助の発案だった。山形は高雄
を工業都市として発展させることは台湾の発展に
不可欠であるとし、そのためには日月潭の水力発
電計画が必要であると説いた。
日月潭の水力発電計画は 1934（昭和9）年6月

に完了する。大がかりな電力供給が実現し、これ
を受けて日本アルミ工業株式会社も台湾進出を果
たす。高雄港に工場が設けられ、東南アジアや
オーストラリアから輸入されたボーキサイトを用
い、アルミニウムの精錬が行なわれた。そして、
高雄は国内有数のアルミニウム工業都市としても
発展していくことになった。
さらに、南進政策によってもセメントの増産は

求められた。1934（昭和9）年頃からは海外向け
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写真 15 浅野セメントの工場。セメントは中国大陸や東
南アジアにも輸出されていた。工場は大正6年に竣
工。『高雄州行啓記念写真帖』より

写真 16 工場施設の多くはすでに解体されており、一部の
施設だけが空虚な姿を晒している。



の輸出も盛んに行なわれるようになった。戦時期
は軍事的需要も加わり、休む間もなく生産が続け
られたという。
戦時中は空襲に遭い、大きな被害が出た。そし
て、終戦後は中華民国政府の接収を受ける。後に
台湾水泥公司の管轄下に入り、引き続き台湾経済
を支えた。現在は操業を止めているものの、工場
遺跡が一部ながら残っている。

飛行場と掩体壕

高雄国際空港は市街地のはずれに位置する。市
の中心部とは地下鉄で直結しており、不便は感じ
られない。印象としては市街地の中に空港がある
ようにも見え、利便性の高い空港として知られて
いる。
この空港の前身は小港飛行場と呼ばれたもの
で、陸軍の管轄下にあった。開港は日本統治下の
1942（昭和 17）年。その後も滑走路の拡張が続け
られた。当時は幅 100 メートル、長さ 1600 メー
トルの滑走路が二本あり、これが「v」字型に交差
していた。なお、高雄飛行場の名称はここではな
く、高雄市北郊外の岡山に設けられた飛行場に付
されていた。
敗戦によって日本が施設を放棄した後、中華民
国政府はこの飛行場を接収し、空軍基地として使
用した。1965 年からは交通部民航局に移管され、
「高雄航空站」と呼ばれるようになった。1972 年
からは国際線も就航するようになった。

掩体壕を訪ねる

現在、空港の周辺地域にはいくつかの「遺構」
が残っている。現在は空港周辺も宅地開発が進ん
でおり、戦跡が残っていることなど、想像すらで
きないが、探してみると、意外なところに意外な
ものが潜んでいる。
最も顕著な形で痕跡を残しているのは掩体壕

（えんたいごう）だろう。これは戦時中、空襲から

飛行機を護るために設けられたもので、厚いコン
クリートを用いて造られる。外観はかまぼこ状を
した避難壕である。
台湾ではいくつかの地で日本人が設けた掩体壕

を見ることができる。高雄の場合、小港飛行場に
付随して設けられた掩体壕がいくつか残ってい
る。いずれも空港の敷地外にあり、住宅街の中に
点在しているような形となっている。もともと、
上空から見えにくいことを前提に造られているの
で、目立つものではない。しかし、飛行機が入る
ほどの大きさなので、やはり存在感を放っている。
筆者はこれまで、いくつかの掩体壕を訪ねたが、

中には住居として使用されているものがあり、異
様な空間となっていた。また、現在は転出してい
るが、この掩体壕を廟としているところもあり、
驚かされた。
孔鳳路にある天玉宮というその廟は掩体壕をそ

のまま留用していた。堂守の話では、戦後、父親
が軍部から払い下げられた掩体壕の所有者とな
り、廟を設けたという。しかし、所有権を証明で
きるものがないことを理由に国有財産局から追及
を受け、立ち退きを強いられた。現在、廟はすで
に転居している。
掩体壕は幅があり、端部は天井が低いので、高

さのある中央部だけに廟があり、両脇の部分は倉
庫として使用されていた。また、後部についても
倉庫となっていた。ここには壁の内部が露出して
いるところがあり、骨格に鉄道線路を用いている
ことが確認できた。
また、廠邊二路には掩体壕が民家として使用さ

れているところもあった。ここは道路に背を向け
るように建っており、わかりにくかったが、保存
状態は良好で、屋内の掃除も行き届いていた。家
主は中国山東省出身者で空軍関係者だった。
入口部に壁が設けられているほかは元の姿を

保っている。高さが低いので、全体的に圧迫感は
禁じ得ないものの完全な居住空間となっていた。
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天井は通風口として一部、穴が空けられていたが、
そこを見ると、いかに壁が分厚いものだったかが
わかる。
そのほかにも掩体壕はいくつかが残っている。
いずれも知られざる遺構であり、付近の住民以外

に知る人は多くない。無機質な構造物は朽ち果て
ることもなく、撤去するにも大がかりな工事が必
要だ。今後、日本が残した「戦跡」はどのような
運命を歩んでいくのだろうか。

日本海軍の哨戒艇を祀る廟

高雄国際空港からそれほど離れていない場所に
旧日本海軍の哨戒艇を祀る廟がある。鳳山紅毛港
（ほうざんこうもうこう）保安堂と名乗るその廟
は大きなもので、立派な造りである。
台湾では到るところに廟（道教寺院）があるが、

「軍艦」を神像としているところは他に例を見な
い。もともと、この廟は外海に面した漁村にあっ
た。紅毛港とはその村落の名前である。筆者はこ
こを 2003 年に訪れた。その頃は知る人もなく、
ひっそりとした路地に面して小さな祠があるに過
ぎなかった。
この軍艦信仰の歴史は終戦間もない 1946 年に

遡る。村人が漁に出た際、偶然、二個の頭蓋骨を
拾い上げたという。この時は不吉なものとして、
海に投げ返したというが、その後、続けて三度も
頭蓋骨が網にかかったため、人々はこれを無縁仏
として弔ったと伝えられる。
その後、どういうわけか大漁が続き、人々はこ

の頭蓋骨のご利益だと考えた。1953 年には感謝
の意を込めて小さな祠を建てたという。しばらく
して、ある信徒がこの頭蓋骨は戦中に沈没した日
本海軍三八号哨戒艇の艦長（当地では「海府大元
帥」と呼ぶ）であると、神命を受けた。
その際、艦長は部下を郷里に返せなかったこと

を悔んでいると涙ながらに語ったという。そこ
で、人々は報われない兵士たちの死を悼み、艦長
の願いを叶えるべく、霊魂が祖国へ帰れるよう、
木製の軍艦を造って祀るようになったのだとい
う。
2013 年 12 月 29 日、廟は新社殿に遷座した。社

殿は見上げるほどの大きさで、青い瓦が南国の日
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写真 17 廟として使用されていた掩体壕。内部は涼しく、
過ごしやすかった。

写真 18 住居になっている掩体壕。天井は低いこと、窓がな
いこと以外は居住空間としての機能は果たしている。

写真 19 掩体壕を俯瞰した様子。高さはないものの、上か
ら見おろすとその大きさに驚かされる。



差しに照らされている。建物はすべて神命に従っ
て設計され、屋根の青も日本海軍を意味している
という。そのほかにも、菊や桜、富士山、恵比寿
神、金閣寺など、日本を思い起こさせる装飾や絵
が随所に飾られている。また、境内に桜を植える
計画もあるという。
廟の中央には数々の神像が据え置かれ、その脇
に神艦が鎮座している。この廟の神像はもともと
五尊だけだったが、ご利益は大きく、信徒へ貸し
出されることが多くなり、現在はいくつもの分身
が設けられている。中には日本刀を手にした日本
人の像もある。
神艦は2メートルほどのもので、船腹には「にっ
ぽんぐんかん」とひらがなで記されている。「38」
とあるのは、この船が 38 号哨戒艇だったことを
意味している。この船は 1922（大正 11）年8月に
進水し、その後、佐世保で改造を受け、「三八号哨
戒艇」となった。そして、1944（昭和 19）年 11 月
25 日、バシー海峡で米国の潜水艦アトゥールの雷
撃を受け、沈没している。
木製の神艦は精巧な造りで、最新型の LED 照
明を装備している。スイッチを入れると大砲が動
き出す仕組みで、軍服をまとった人形の表情も、
どこかいきいきとしている。内部をのぞき込んで
みると、操縦士の姿まで見えた。
この廟で手を合わせる信徒は少なくない。最近
は日本からの訪問者も増えており、それに対処す
るべく、若手によるボランティアグループが組織
されている。現在、その数は 38 名におよんでい
るという。
先の大戦は言うまでもなく、台湾でも無数の悲
劇をもたらした。そして、異民族による統治下に
ありながらも、台湾住民は日本国民の意識をもち、
戦争に向かい合っていたという事実を忘れてはな
るまい。同時に、時代を問わず、台湾の人々が物
故者を悼み、戦争によって命を落とした人々を日
台の区別なく弔ってきたことも真摯に受け止めた

いところである。
2015 年9月、保安堂の信徒たちは神像とともに

靖国神社、明治神宮、平安神宮詣でを行なった。
これもまた、戦没者の願いを叶えたいという気持
ちから行なわれたものである。日本詣では今回で
3回目だというが、これからも続けて行く予定だ
という。
戦禍によって海中の孤魂となった船員たち。そ

して、沈没した軍艦は台湾の人々によって、安住
の地を与えられた。台湾の文化、人々の気質を知
る上でも、足を運んでみたい場所である。そして、
台湾人にとっての戦争体験とはいかなるものだっ
たのか、考えてみたいところである。
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写真 21 2015 年9月、海府大元帥の神像とともに信徒 30
名あまりが「日本詣で」を行なった。皇居前広場で
の記念撮影。

写真 20 信仰の対象となった哨戒艇。紅毛港保安堂はや
や不便な場所にあるが、日本からの参拝客を歓迎し
ている。高雄市鳳山区国慶七街 132 号。参拝時間は
6時から 21 時まで。
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主な交流協会事業 （7月実施分）

7 月 場所 内容 主な出席者（日） 主な出席者（台）

2日 台北 沛思精濤音楽会「台日明日之星」（後
援助成事業） 沼田代表 他 丁暁青・文化部政務次長、許世楷・

元駐日代表 他
3日 台北・高雄・台中 2016 年第一回日本語能力試験

4日 東京 日華青少年交流協会・日本航空共催
第 38 回台湾大学生研修団歓迎会 柿澤総務部長（本部）

6日 東京 第 40 回貿易経済会議フォローアッ
プ会合

花木副代表、石黒貿易経済部部長
（本部） 他

蔡明耀・亜東関係協会秘書長、張厚
純・駐日台北経済文化代表事務所経
済組組長 他

6日 台中 領事出張サービス 谷川主任（台北）

12 日 台北 台日企業合作座談会 花木副代表、大橋主任、水之江主任
（台北） 林・中小企業処主任秘書

13 日 新竹 領事出張サービス 谷川主任（台北）

13 日 台北 日本留学説明会、日本留学指南出版
記念発表会 明賀主任（台北） 他

16 日 高雄
平成 28 年度日本留学フェア開会式
にて中郡所長（高雄）が挨拶をおこ
なった

鈴木主任（高雄） 他

17 日 台北 日本学生支援機構主催日本留学展 明賀主任（台北） 他
19 日 台北 日本人学校運営委員会 浜田総務部長（台北） 他

19～27 日 東京・福井
対日理解促進プログラム（JENESYS
（経済）） 第一陣開講式（19 日）に
柿澤部長が出席

柿澤総務部長（本部） 他

21 日 内政部移民署台南
市第一服務站 領事出張サービス 鈴木主任（高雄） 他

23 日 台北 日本人学校第 30 回夏祭り共催 浜田総務部長（台北） 他

23 日 台北 第1回日本語教育研修会 嶋田和子日本語教育学会副会長、日
本語専門家（台北） 他

24 日 東京 大橋会長が来日した邱義仁・亜東関
係協会会長と懇談 今井理事長、舟町専務 他

24～28 日 東京、岩手、秋田 文化人招聘（2名） 鳴海副長（本部） 呉芳銘・嘉義県文化観光局長、黄美
賢・嘉義市文化局長

30 日 KKR大阪 交流協会奨学金留学生懇親会 柿澤総務部長（本部） 他 鄭景升・台北経済文化大阪事務所副
所長、交流協会奨学金留学生 43 名

30 日 石垣市 今井理事長が石垣市長主催李登輝元
総統歓迎晩餐会に出席し、挨拶

中山義隆・石垣市長、江口克彦・衆
議院議員 他 謝長廷・駐日代表 他
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からの出向者が勤めています。

●　●　交流協会について　●　●

至青山
至溜池

至渋谷

麻布
警察署

青葉六本木
ビル７階

ロアビル

飯倉片町

ファミリーマート

麻布小学校

駐車場

青埜（和菓子屋）

そば屋

ドン・キホーテ

AXISビル
G.
S

I B
 M

六
本
木
一
丁
目
駅

３番出口
５番出口 １番

出
口

六本木
<六本木通り>

三菱東京UFJ銀行

後藤
花店

<

外苑東通り>

芋
洗
坂

<

鳥
居
坂>

＊六本木駅より徒歩８分
　・営団地下鉄日比谷線３番出口
　・都営地下鉄大江戸線５番出口
＊六本木一丁目駅より徒歩８分
　・営団地下鉄南北線１番出口

アウディ

敦　

化　

北　

路

中
泰
賓
館

復　

興　

北　

路

長　　　春　　　路

交流協会台北事務所

兄弟飯店

慶城街
１号

momo百貨

台北小巨蛋

南　京　東　路　三　段

慶 　
城 　

街
120港

MRT文湖線南京東路駅

三　

多　
一　

路

五　

権　

街

四　

維　

二　

路

和　平　一　路

セブン
イレブン

玉城
幼稚園

寒軒
大飯店

GS

交流協会
高雄事務所
（南和和平大樓９F）

2016年８月
vol.905

CONTENTS目次 
Computex 2016レポート
注目はベンチャー、IOT関連製品、VR技術
―レポートその１― …………………………………………………… 1
 (吉村 章)

片倉佳史の台湾歴史紀行　第二回
　高雄　(2)―台湾の産業と経済を支える港湾都市 …………………13
 (片倉佳史)

交流協会事業月間報告 …………………………………………………24

ローソン

コ ラ ムコ ラ ム
　

（■）



　
　

2016年8月vol.905

ISSN 0289-9191

公益財団法人 交流協会

　　　　　
　

Computex 2016レポート
注目はベンチャー、IOT関連製品、
VR技術　―レポートその１―


	01-表紙1.pdf
	02-表紙2.pdf
	03-Computex 2016レポート .pdf
	04-台湾・歴史紀行　第二回（2）.pdf
	05-交流協会事業月刊報告.pdf
	06-表紙3.pdf
	07-表紙4.pdf


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


